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毎日新聞のご購読お申し込みは

ざんしん

設立者の竹岡さん（左端）、代表の中野さん（上段左から設立者の竹岡さん（左端）、代表の中野さん（上段左から3番目）メンバーと共に番目）メンバーと共に設立者の竹岡さん（左端）、代表の中野さん（上段左から3番目）メンバーと共に

素敵な人 「とよさと快蔵（かいぞう）プロジェクト」のみなさん

古くから近江商人の町として栄えた豊郷

町には、古民家や土蔵が多く残り、風情

ある町並みを見ることができる。しかし

一方で空き家や空き蔵が増え続け、治安

の悪化や取り壊しによる景観破壊が問題

となっていた。そこでこれらの空き家・

空き蔵を再生して、新しいまちづくりに

生かそうと立ち上がったのが、県立大学

の学生グループ「とよさと快蔵プロジェ

クト」だ。

きっかけは2年前

にボランティアで

古民家の解体を手

伝ったことだった

という。学生たち

は「歴史ある建物

を壊してしまって

いいのか？有効利

用できないのか？」

と疑問に思い、プロジェクトを設立した。

そして地域住民による「ＮＰＯ法人とよさ

とまちづくり委員会」と協力するなど、

地元住民と交流しながら空き家や蔵を共

同住宅として再生させる活動を開始した。

週末ごとに集まり設計図を作成し、建物

の掃除から古い荷物の運び出し、さらに

トイレや台所の設置といった内装工事に

いたるまで、すべて自分たちで作業した。

「わからないことは地元の大工さんに教

わりながら、少しずつ改修を続けました」

と、代表の中野優さん（県立大学建築学

科3回生）。学校の授業では得られない、

実際の建築の面白さを知る機会にもなっ

たという。

2004年4月の設立以来、3軒の蔵や古民

家の改修工事を手がけ、合計7人が生活

する共同住宅として再生することに成功

した。

現在のメンバーは約30人。改修作業以外

にも地元のお祭りやイベントにも積極的

に参加し、学生ならではの斬新なアイデ

アで盛り上げている。「町の人たちと一緒

に考え、一緒に行動し、町にとけ込めた

たことが何よりうれしい」と、さらなるま

ちづくりに

情熱を燃や

す。設立者

である同大

学院生の竹

岡寛文さん

は「本来、ま

ちづくり事

業は長期の

スパンで行われるものだが、学生は4年

周期で入れ替わってしまう。いかに次世

代につないでいくかが課題」と話す。

この活動が途切れることなく続き、活気

ある町を目指したいとのこと。

現在、改修している蔵はこの秋には学生

たちが運営するバーとしてオープンする

予定。ライブなどのイベント会場として、

また地元の人が気軽に集まる場所として

の活用が期待される。

学生たちの新たな活躍が楽しみだ。
（取材・川上）
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